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放射性鉱物と共存する石英をカソードルミネッセンス（CL）で観察すると，放射性鉱物と接する付近に幅数十

μm程の色調の薄い部分が見られる．その幅が石英中におけるα粒子の理論的飛程と一致することから，黒雲母の
多色性ハロと同様，α粒子による放射線損傷部（ダメージハロ）と考えられる（Smith and Stensrom，1965；Owen，
1988）．ハロはα線量と密接に関係しているため，ハロの解析を行ことで，天然の石英中のハロから照射量を見積
もることが可能である．このことは，ハロが核種の固定された時代や壊変期間を知る上での‘ものさし’として応
用可能であることを意味している．本研究では，実際に天然試料中の石英のハロから照射量を見積もる上で重要な
以下のことがらを行った．まず，核種の空間分布の違いが，放射線損傷に及ぼす影響を評価するため，天然の核種
の産状をモデル化し，各モデルが石英に与える比電離（物質中を通過する際の単位距離あたり生成電子対数）の分
布についてシミュレーションを行った．その結果，周辺の核種の濃度や壊変期間に加え，空間分布パターンが大き
く影響することが判明し，ハロの解析には空間分布のわかっている試料を用いなければなければならないことがわ
かった．次に，実際に CL 測定を行うためには，試料を薄片にしなければならないが，薄片化はオリジナルの空間
分布情報の損失をもたらし，その上，断面の位置によって，見かけ上ハロ幅や比電離の分布が異なってくる．そこ
で，火成岩中に見られる球状の線源を対象に，線源の様々な三次元サイズ（真の半径；R）およびそれらの切断面
の半径（見かけ上の半径；ｒ）の組み合わせを想定し，各切断面上における石英の比電離の分布をシミュレーショ
ンした．その結果，Rは，ｒと石英表面から 1μｍ部分と 20μm 部分の強度比（D20/D1）の座標上で固有の組み合
わせとしてプロットされることがわかった．このことは，線源の空間分布が球状の場合，薄片化後の限られた空間
分布の情報からでも，ｒと D20/D1 を測定すれば，オリジナルの三次元空間分布を復元でき，それを考慮したハロ
解析が可能であることを意味する．因みに，砂岩型ウラン鉱床の鉱石に見られるように，線源が比較的一様に広が
る空間分布の場合は，薄片化の影響をほとんど考えずにハロ解析を行うことが可能である． 
現段階では，薄片上で核種の壊変期間や濃度と対応させた放射線損傷解析が可能な線源分布形態は，砕屑粒子

のマトリックス中に一様に核種が分布する砂岩型ウラン鉱床の鉱石，および，ほぼ球状とみなせる核種の分布（ジ
ルコン等の副鉱物）を伴う火成岩などに限られている．しかし，その他の様々な核種の産状についても，上記のよ
うな検討を蓄積すれば有意な CL ハロ解析が可能となる． 


